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昭和30年代　川は子どもの遊び場

昭和40年代　昔の川の姿はどこへ

平成10年代　はじめはひとりで

今では多くの共感を得る事ができた

こんな事に困っています…
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　　　　　　　と思える地域づくり
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　「清流ルネッサンス 21事業」により大幅に水質
が改善されましたが、林田川の下流区間で冬の時
期に水枯れがおこりました。当初、想定されてい
なかったことでした。水枯れの主な原因は近年の
小雨傾向と、林田川へ流されていた排水が下水道
整備により、下水処理場から播磨灘へバイパスさ
れるようになったためです。

　揖保川、林田川の水質を改善させるために、平成 6年から建設省 ( 現・国土交通省 )、
兵庫県、姫路市、龍野市、太子町が連携して「清流ルネッサンス 21事業」を始めまし
た。この事業では下水道の整備、川底のヘドロの除去、生物に配慮した護岸の整備な
どを行いました。努力の甲斐あって、大幅に水質は改善され、林田川にも清流の代表
種であるアユが確認され、魚もたくさんすめるようになりました。

　新たに発生した林田川の水枯れ問題を主なテー
マとして「清流ルネッサンス21事業」で協力し合っ
た関係機関は平成 14年に「清流ルネッサンスⅡ」
事業で再結束し、揖保川の岩浦頭首工から林田川
へ導水を行い、豊かな水環境を取り戻す計画に取
り組みました。この事業により平成 18年 10月よ
り導水の本格運用が開始され、揖保川から林田川
に水が供給されることにより、うるおいのある本
来の林田川の姿を再び見ることができるようにな
りました。

　かつて、揖保川や林田川は産業排水などによる水質汚濁がすすみ、全国の河川でも
汚濁ワースト上位にランクされるほどでした。工業に使う水、田んぼに引く水へ悪影
響を与え、さらに川にたまったヘドロの悪臭が周辺の住民を悩ませていました。

姫路河川国道事務所
調査第二課

国土交通省　近畿地方整備局
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審議内容のご紹介

日時：平成 19 年 3月 9日（金）9:30 ～ 11:30
場所：宍粟防災センター　5F ホール（宍粟市山崎町鹿沢）
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揖保川流域委員会の広報・公表の
あり方と今後の取り組みについて
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事業後　導水後、流量回復事業後　導水後、流量回復

社会資本整備審議会の意見を反映

学識者、地域住民、自治体の長の意見
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揖保川に生息するいきものの紹介です

アユアユ 　ア ユは日本産淡水魚の代表です。揖保川の特
徴と言えば、兵庫県のアユの漁獲高の半分を占
めているということです。平成 10年には、その
年の最大記録で全長 35㎝という大物も釣られて
います。
　漁協が種苗センターを持っていて、アユを放
流をしていますが、水質が良くなったため、海
から天然稚魚の遡上も増えています。しかし、
河川を遡るにはまだ多くの関所が行く手を阻ん
でいて、最近の研究では川をのぼるのをあきら
めたのか、一生を海で暮らす “シオアユ” と呼
ばれる群れが居るといいます。
　さらなる堰の改善を！

写真・文は栃本委員より提供頂きました




